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訪日外国人のレンタカー利用状況（北海道・沖縄）

北海道
(平成27年度)

41,361件

沖縄県
(平成27年)
133,318件

香港
13,802件
（33.4%）

台湾
8,617件
（20.8%）

韓国
4,589件
（11.1%）

シンガポール

3,305件
(8.0%)

豪州
1,441件
(3.5%)

その他アジア
1,183件
(2.9%)

米国
1,296件
(3.1%)欧州

1,519件
(3.7%)

その他
1,155件
(2.8%)

アジア
35,950件

（86.9%）

韓国
46,192件
（34.6%）

台湾
45,413件

（34.1%）

香港
32,429件

（24.3%）

シンガポール

468件
(0.4%)

米国
2,174件
(1.6%)

その他
6,642件
(5.0%)

※北海道地区レンタカー協会連合会(左図)、沖縄県レンタカー協会(右図)提供データより、JNTO作成

マレーシア
1,441件
(3.5%)

タイ
3,013件
(7.3%)

アジア
124,502件
（93.4%）

アジア諸国からの来訪者で、シェア８割を超える
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■次のいずれかの免許証を所持している必要有※道路交通法第６４条、同法第１０７条の２

1. 日本の免許証
2. 道路交通に関する条約（ジュネーブ条約）に基づく国際免許証
3. 自動車等の運転に関する外国（国際免許証を発給していない国又は地域であって

日本と同等の水準にあると認められる免許制度を有している国又は地域）の免許証。
政令で定める者が作成した日本語による翻訳文が添付されているものに限る。

訪日外国人が日本で自動車を運転する場合

観光庁・JNTOが定めた重点市場

日本で運転可能

ジュネーブ交通条約
加盟国・地域

韓国、香港、フィリピン、シンガポール、タイ、マレーシア、
インド、英国、フランス、イタリア、スペイン、ロシア、米国、
オーストラリア、カナダ

非加盟だが、特別な
条約で認められてい

る国・地域
ドイツ、台湾

日本で運転不可 中国、ベトナム、インドネシア

出典：警察庁HP「外国の運転免許をお持ちの方」より、JNTO作成
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安全（交通ルールの遵守、運転者の技術、道路整備）

全土を網羅する道路ネットワーク

各地に景観のよい道路

自動車メーカーのブランド力の高さ

優れたカーナビゲーション（正確性、日英中韓の音声）

ＳＡ・ＰＡ、「道の駅」の充実

アジア訪日客のニーズに合致（家族旅行、買い物）

地方の魅力が豊富（特にご当地グルメ）

日本はドライブ旅行に適している



4

訪日で最も期待していること＝「日本食」「温泉」「ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ」の順番に多い。

日本でドライブ旅行をしたことがある 28.3％

ドライブ旅行の訪問先＝「北海道」「東京近郊」「沖縄」の順番に多い。

訪日回数10回以上では「九州」のドライブ旅行の人気が高い。

日本でドライブ旅行した際の問題点は、「レンタカー会社の窓口で

言葉が通じなかった(23.2%)」が9項目中最も多い。

「交通ルールや標識が分かりにくかった(10.1%)」は6番目に多い。

今後、日本でドライブ旅行をしたい 47.8%

免許取得者の7割以上が「今後日本でドライブしたい」と答えている。

第29回香港国際旅遊展(ITE2015)でのアンケート調査

期間：平成27年6月11日(木)～6月24日(日)

場所：香港コンベンション&エキシビジョンセンター

出展国・団体数：50ヶ国、607団体（日本：39団体）

合計来場者数：89,990人 サンプル総数：1,001(一部未回答の項目有）
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道路標識の課題におけるJNTOの取組

出典：国土交通省観光立国推進本部「訪日外国人旅行者数2000万人の受入に向けた地方ブロック別連絡会」取りまとめより、一部抜粋・編集

北海道運輸局より提供頂いた「北海道ドライブまるわかりハンドブック」を活用し、

雪に不慣れな外国人旅行者に対して、冬期安全運転の渡航前周知を徹底。
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外国人からの意見として(台湾、香港の旅行会社)

高速道路IC及びJCTの案内板 – 遠隔地からも分かる配慮を

・出口と路線が分かりづらい。例えば標識や地面に「あと何百メートルで
■■道は右路線に入る、●●空港出口」等、外国語でも表記を増やしてほしい 。

・出口名称だけの標識は、そこを降りると何があるか分かりづらいので、
最寄観光地の絵など看板にあれば良いのではないか。

・訪日外国人の約70%は「観光・レジャー」が目的。諸外国のように、観光
目的の標識や、IC及びJCTに番号の割り振りがあっても良いのではないか。

・国道(逆三角形)、県道(六角形)の道路標識が分かりづらい。



7

課題解決に向けた民間企業の取り組み

日本の交通規則や標識の解説、給油方法や事故発生時の対応、保険補償の限度額、
駐車違反に関する注意等こまかく説明。

多言語化カーナビケーション（英語/中国語/韓国語）を提供。

ホームページによる案内ホームページによる案内
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■ コンセプト： 「新しい日本の体験」

鉄道・ドライブ旅行をテーマ

自由な旅行でしか楽しめない日本なら

ではの魅力（食、旅館、体験プログラム）

■ ターゲット・セグメント

メイン：30代～40代女性（カップル・家族）

サブ： 20代男女（カップル・友人同士）

共通： 訪日リピーターの個人旅行者

“a different Japan -- Rail & Drive”
実施市場：香港、実施期間：平成24年度～平成27年度

JNTOの取り組み

バス広告、TV番組招請、旅行ガイドブック制作

やウェブサイト上でのモデルルート紹介、旅行

会社との共同広告を実施。
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ドライブ旅行セミナー実施(香港)
2014年10月18日（土）
香港市内ホテル

主 催 JNTO香港事務所
参加者 一般消費者 131人

（フェイスブック会員）
協 力

現地主要旅行会社5社
在香港九州自治体事務所（福岡県・
佐賀県・宮崎県・鹿児島県）

内 容
①レンタカーの利用案内

レンタカー会社
②九州のドライブ旅行の楽しみ方

自治体事務所現地スタッフ
③九州のドライブ旅行体験

旅行雑誌記者

JNTOの取り組み
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ナンバリングを活用して広域観光周遊ルートの情報整理を

（例）温泉アイランド九州広域観光周遊ルート
モデルコース②：九州の歴史・自然をレンタカーで廻るコース

広域周遊ルート上の観光資源の多くは
高速道路でのアクセスが可能

→ナンバリングにより更に案内しやすく、
周遊性が高まる九州の高速道路網

九州縦貫道
その他の高速道路

高速道路で移動可能な区間
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観光地周遊を促進するナンバリングの活用案：
ポインタープロジェクトのナンバリング案を用いたシミュレーション
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35

31

34
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（例）温泉アイランド九州広域観光周遊ルートの観光資源周遊を
訪日外国人に案内すると・・・。

福岡空港 Fukuoka Ariport

熊本城 Kumamoto Castle

えびの高原 Ebino Plateau

別府温泉 Beppu-Onsen

Get on Fukuoka Urban Expressway Loop line and follow 
Roadway3
Take exit Kumamoto IC and continue on Route57 
Take Sangyo Road to Prefectural Route 303 in Chuo-ku

Get on Roadway3 and take exit Ebino IC
Follow Prefectural Route 303 in Suenaga

福岡空港 Fukuoka Ariport

Take Prefectural Route 551
Take Roadway31

有田 Arita

Take Roadway31 and follow Roadway32
Take exit Beppu IC and follow Route500

道路・出口名称が無い箇所は外国人には分かりづらい。ピクトグラムや記号等活用し、より簡便な表記が必要。
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・ 訪日外国人向け高速道路乗り放題パスの更なる利便性向上
現状は、インターチェンジを基準にして乗り放題適用範囲が定められている。

（NEXCO支社単位で定められている)。そのため当該ICを超えて運転した際、
急に一般料金が発生する等、外国人目線からの使い勝手に更なる改良の余地有。

→今回の高速道路番号化によって、番号が同じである限りは乗り放題が適用される等、
番号とパスの整合性が分かりやすく整理できれば、更なる利便性向上に繋がる。

JNTOパートナーからの視点

Central Expressway Pass

Tohoku Expressway Pass Kyushu Expressway Pass 
Hokkaido Expressway Pass 
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1．外国語対応の強化や、日本の交通規則・道路標識の理解促進

2．出発地での案内情報の拡充

3．「観光」を意識した道路標識の展開（訪日外国人の７０％が観光目的）

4．高速道路ナンバリングと他施策との一体的なインバウンド施策の推進

5．業界が一体となった受入体制の取組

訪日外国人のレンタカー利用上の課題(まとめ)



ご清聴ありがとうございました。

＜問い合わせ先＞

日本政府観光局（JNTO）

インバウンド戦略部 誘致戦略グループ

strategy@jnto.go.jp
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